
８

ご
み
の
出
し
方
や
分
別
一
覧
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
手
引
き
を
、
３
月
１
日

(金)
ま
で
に
市
内
各
世
帯
へ
配
布
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

★
ご
み
の
出
し
方

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
！

…
ガ
ス
･ス
プ
レ
ー
缶
は
｢穴
を
開
け
ず

に
｣緑
色
の
回
収
箱
へ

卓
上
コ
ン
ロ
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
、
殺
虫
･整
髪
･消
臭
･制
汗
･塗
料

用
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
を
ご
み
集
積

所
に
出
す
と
き
は
、
使
い
切
っ
て
か

ら
、
穴
を
開
け
ず
に
、
空
き
瓶
と
同

じ
緑
色
の
回
収
箱
へ
入
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

…
｢あ
き
エ
コ
ど
ん
ど
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
｣ア
プ
リ
を
配
信
中

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話

で
、
ご
み
の
分
別
方
法

や
お
住
ま
い
の
地
区

の
ご
み
の
収
集
日
が

確
認
で
き
る
ア
プ
リ

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
右
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
｢ご
み

の
分
け
方
･出
し
方
手
引
き
｣に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
都
市
推
進
課

☎
(８
８
８
)５
７
０
８

洗
濯
済
み
の
古
着
を
無
料
で
回
収
し

ま
す
。
透
明
な
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
学
校
の
制
服
は
袋
を

分
け
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け

る
の
は
、
市
内
の
中
学
･高
校
の
制
服

で
、
卒
業
後
３
年
以
内
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
た
制
服

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
▼

３
月
９
日
(土)
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
▼

市
役
所
正
面
の
市
民
の
広
場
　

回
収
し
な
い
物
▼

ネ
ー
ム
の
付
い
て
い

る
物
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
物
や
破
れ
て
い

る
物
、
濡
れ
て
い
る
物
、
ビ
ニ
ー
ル
製

品
や
ゴ
ム
製
品
、
着
物
、
下
着
、
手

袋
、
靴
下
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
布
団
、

枕
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
環
境
活
動
推

進
協
議
会
事
務
局
の
若
松
さ
ん

☎
(８
２
４
)４
８
３
８
(平
日
午
後
５
時

〜
７
時
)

＊
学
生
服
が
必
要
な
か
た
は
、
(一
社
)

フ
ー
ド
バ
ン
ク
秋
田
へ
お
問
い
合
わ

せ
を
。
☎
(８
４
５
)２
８
６
８

(平
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
)

県
内
の
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
国
･

県
･市
に
よ
る
省
エ
ネ
支
援
に
関
す
る

平
成
31
年
度
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
参
加
無
料
。
先
着
100
人
。

日
時
▼

３
月
26
日
(火)
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
会
場
▼

県
庁
第
２
庁
舎
８
階
大

会
議
室
　
内
容u

経
済
産
業
省
･環
境
省

の
省
エ
ネ
支
援
事
業
施
策
、
県
･市
の

温
暖
化
対
策
事
業
、
あ
き
た
省
エ
ネ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
紹
介
な
ど

申
し
込
み
▼

３
月
19
日
(火)
ま
で
環
境
総

務
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
４

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
重

度
化
や
高
齢
化
、
親
亡
き
後
を
見
据

え
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が

連
携
し
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
か
た

の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
と

し
て
、
｢地
域
生
活
支
援
拠
点
等
(呼
称

｢地
域
生
活
支
援
拠
点
う
ぃ
ず
｣)｣を
整

備
し
ま
し
た
。

｢
地
域
生
活
支
援
拠
点
う
ぃ
ず
｣
で

は
、
相
談
や
体
験
利
用
、
緊
急
時
の
受

け
入
れ
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
こ
の
う
ち
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

体
験
利
用
や
介
護
者
の
急
病
な
ど
に
よ

る
緊
急
時
の
短
期
入
所
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
短
期
入
所
併
設
型
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
｢コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
谷
内
佐
渡
ホ
ー
ム
｣で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
平
日
の
夜
間
や
土
･日
、

祝
日
な
ど
、
緊
急
時
の
短
期
入
所
の
利

用
が
必
要
な
場
合
は
、
同
ホ
ー
ム
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
(８
２
７
)７
６
３
０

＊
利
用
の
際
は
｢障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証
｣が
必
要
で
す
の
で
、
事

前
に
、
障
が
い
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
を
対
象
に
、

お
子
さ
ん
が
修
学
す
る
際
の
入
学
金
や

授
業
料
な
ど
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま

す
。
合
格
前
の
申
請
も
可
能
で
す
。

貸
し
付
け
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
振

り
込
み
ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎
(８
８
８
)５
６
９
０

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

事
業
者
応
援
！
 省
エ
ネ

支
援
メ
ニ
ュ
ー
説
明
会

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
！

古
着
を
無
料
で
回
収
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
か
た
の

地
域
生
活
を
支
え
ま
す

お
早
め
に
ご
相
談
を

お
子
さ
ん
の
修
学
資
金
貸
付

平成31年２月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u307,728人(-212)…男u145,096人(-124)　女u162,632人(-88)

●世帯u136,189世帯(-72) 

１月分 出生u154人　死亡u331人　転入u417人　転出u452人　

( )内は前月比●１年前の人口u310,268人



平
成
31
年
度
の
｢農
作
業
標
準
受
委

託
料
｣を
左
表
の
と
お
り
設
定
し
ま
し

た
。
こ
の
料
金
は
、
一
般
的
な
10
㌃
区

画
の
圃�

場
�
�
�

条
件
を
も
と
に
算
定
し
た
標

準
額
を
示
し
た
も
の
で
す
。
あ
く
ま
で

も
目
安
で
す
の
で
、
実
際
の
料
金
設
定

は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
決
め
て
く

だ
さ
い
。

【
受
委
託
料
の
補
足
情
報
】

▼
労
働
時
間
は
原
則
１
日
８
時
間
で
、

｢ま
か
な
い
｣や
そ
の
他
の
現
物
支
給

は
含
ま
ず
、
委
託
者
が
補
助
的
な
作

業
を
し
な
い
も
の
と
し
ま
す

▼
｢も
み
す
り
｣｢あ
ぜ
塗
り
｣｢一
般
作

業
｣以
外
、10
㌃
あ
た
り
の
料
金
で
す

▼
50
㌃
区
画
以
上
の
圃
場
で
の
基
幹
３

作
業
(耕
起
･代
か
き
、
田
植
え
、
脱

穀
･刈
り
取
り
)は
、
標
準
料
金
の

90
％
と
し
ま
す

▼
｢手
植
え
｣｢手
刈
り
｣は
、
一
般
作
業

と
し
ま
す

▼
標
準
料
金
に
消
費
税
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
(８
８
８
)５
７
９
６

河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
(８
８
２
)５
１
６
１

雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
(８
８
６
)５
５
４
５

旧
上
新
城
中
学
校
校
舎
を
活
用
し
、

今
年
４
月
に
開
設
す
る
｢秋
田
市
農
山

村
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
｣の
利
用
日

時
の
予
約
を
利
用
形
態
に
応
じ
て
、
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
で
き
る
施
設
は
、
研
修
室
１
〜

４
と
多
目
的
ホ
ー
ル
(旧
体
育
館
の
た

め
運
動
の
み
の
利
用
)で
す
。
サ
ー
ク

ル
活
動
や
各
種
教
室
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
料
金
は
、
施
設

を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
が
定
め
る
金

額
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
広
報
ID
番
号
１
０
１
８
７
７
０

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
10
時

【
利
用
回
数
】
月
８
回
ま
で
(１
回
あ
た

り
４
時
間
以
内
)

◆
３
月
中
の
申
込
方
法

４
月
以
降
、
研
修
室
１
〜
４
を
複
数
月

に
わ
た
り
定
期
的
に
利
用
し
た
い
か
た

▼

３
月
１
日
(金)
か
ら
15
日
(金)
ま
で
の
平
日

に
、
産
業
企
画
課
(市
役
所
３
階
)窓
口
で

お
申
し
込
み
を
(利
用
者
登
録
が
必
要
)

４
月
中
に
、
研
修
室
１
〜
４
･多
目
的

ホ
ー
ル
を
利
用
し
た
い
か
た
▼

３
月
18

日
(月)
か
ら
29
日
(金)
ま
で
の
平
日
に
、
産

業
企
画
課
(市
役
所
３
階
)窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
を

◆
４
月
１
日
(月)
以
降
の
申
込
方
法

公
共
施
設
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
ま
た
は

農
山
村
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

＊
１
人
で
の
ご
利
用
は
、
利
用
希
望
日

の
２
日
前
か
ら
予
約
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
４
月
１
日
(月)
･２
日
(火)
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

産
業
企
画
課
☎
(８
８
８
)５
７
２
５

河
辺
･雄
和
の
小
･中
学
生
を
対
象
と

し
た
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
み
な
さ

ん
で
す
(氏
名
は
感
想
文
原
文
の
ま

ま
。
敬
称
略
)。

【
小
学
校
下
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞u

浅
沼
愛
梨
(雄
和
小
３
年
)

優
秀
賞u

東
海
林
み
あ
(雄
和
小
３
年
)

入
選u

さ
さ
木
げ
ん
太
(河
辺
小
２
年
)

い
ま
い
み
さ
き
(雄
和
小
３
年
)

【
小
学
校
上
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞u

高
橋
美
羽
(河
辺
小
４
年
)

優
秀
賞u

菅
原
ま
こ
と
(河
辺
小
５
年
)
­­­­­­­­­­­­­­­­­­

入
選u

佐
藤
希
里
斗
(河
辺
小
５
年
)

佐
藤
杏
美
(河
辺
小
５
年
)

【
中
学
校
の
部
】

最
優
秀
賞u

鎌
田
遥
香
(雄
和
中
１
年
)

優
秀
賞u

鈴
木
琉
翔
(岩
見
三
内
中
１
年
)

浅
沼
愛
菜
(雄
和
中
１
年
)

入
選u

小
野
寺
真
優
(雄
和
中
１
年
)

加
藤
菜
々
海
(雄
和
中
１
年
)

●
問
い
合
わ
せ
　
ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
雄
和
図
書
館
☎
(８
８
６
)２
８
５
３

９ 広報あきた　2019(平成31)年３月１日号

来
年
度
の
農
作
業
標
準
受

委
託
料
が
決
ま
り
ま
し
た

平成31年度農作業標準受委託料

農
山
村
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
を
募
集
！

入
賞
お
め
で
と
う

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル


